
土月2 19日



2



3



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
に

は
、
お
健
や
か
に
新
年
の
よ
き
門
出
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、
当
地
区
本
部
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

ご
理
解
の
も
と
、ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
全
国
的
に
豪
雨
や
台
風
の
自
然
災
害

が
発
生
し
、
当
地
区
本
部
に
お
い
て
も
、
8
月
の
台
風
で
は
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
落
ち
着
き
を
見
せ
始
め
て
い
た
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
済
活
動
も
、
新
た
な
変
異
株
の
発
生
に
よ
り
、
感
染
拡

大
の
懸
念
に
よ
り
緊
張
感
が
増
し
た
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
農
業
分
野
で
は
景
気
低
迷
に
よ
る
米
を
始
め
と
す
る
農

産
物
の
価
格
下
落
や
農
業
資
材
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
致
し
ま
し

た
。
J
A
で
は
、
米
価
下
落
の
所
得
減
の
一
助
に
な
れ
ば
と
、
1
月

末
を
目
途
に
Ｊ
A
出
荷
米
へ
の
経
営
継
続
支
援
金
の
お
支
払
い
の
決

定
を
致
し
ま
し
た
。
今
年
の
米
生
産
に
お
役
立
て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
J
A
し
ま
ね
の
「
第
3
次
中
期
経
営
計
画
」、「
第

3
次
農
業
戦
略
実
践
3
か
年
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

当
地
区
本
部
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
計
画
達
成

に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
営
農
部
門
で
は
新

た
な
「
玉
ね
ぎ
乾
燥
調
製
施
設
」
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
斐
川
地
区
本

部
独
自
で
定
植
機
や
収
穫
機
を
購
入
し
、
機
械
を
ご
利
用
頂
く
事
で
、

労
力
軽
減
や
生
産
費
の
減
少
に
よ
り
、
生
産
者
の
皆
様
の
所
得
増
に

寄
与
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
各
事
業
に
お
い

て
更
な
る
改
革
に
よ
り
経
営
基
盤
と
組
織
基
盤
強
化
に
取
り
組
み
、

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、
必
要
と
さ
れ
る
斐
川
地
区
本
部
を
目
指
し
、

役
職
員
一
同
業
務
に
精
励
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
多
幸
で
ご
健
勝
の
一

年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

山 

根
　
善 

治
　

斐
川
地
区
本
部
　
常
務
理
事
　
本
部
長

新
年
の
ご
挨
拶

ニュース トピックス斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ

育
て
て
収
穫

　
　
　
　そ
ば
打
ち
に
挑
戦
！

　
12
月
14
日
、地
域
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
10
名
が「
そ

ば
打
ち
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
食
農
教
育
活
動
の一

環
と
し
て
食
育
そ
ば
作
り
と
題
し
て
８
月
か
ら
始
め

た
企
画
で
、
１０
月
に
収
穫
し
た
出
雲
の
舞
の
実
を
ひ

い
た
そ
ば
粉
を
使
用
し
ま
し
た
。
ソ
バ
生
産
者
の
糸

賀
充
さ
ん
に
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
水
回
し
、

そ
ば
玉
、
伸
ば
し
、
そ
ば
切
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ

り
な
が
ら
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ソ
バ
を
打

ち
ま
し
た
。
試
食
会
で
は
「
伸
ば
し
や
そ
ば
切
り
に

も
コ
ツ
が
い
り
、
難
し
か
っ
た
。
麺
の
太
さ
は
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
ソ
バ
の
香
り
が
良
く
、
自
分
た
ち
で

育
て
、
収
穫
し
、
打
っ
た
ソ
バ
は
格
別
な
味
が
す
る
」

と
話
し
な
が
ら
味
わ
い
ま
し
た
。

玄
米
20
袋
寄
贈

　
　
　
　

 

生
活
困
窮
者
へ
支
援

　
斐
川
町
農
政
会
議
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
よ
る
生
活
困
窮
者
の
支
援
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
出
雲
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
玄
米
（
30
㎏
）

を
20
袋
贈
り
ま
し
た
。
12
月
７
日
に
、
出
雲
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
市
社
協
の
渡

部
英
二
会
長
は
「
子
ど
も
や
学
生
の
他
に
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
困
っ
て
い
る
外
国
人
の
方
々
も
大
勢
い

る
。
た
く
さ
ん
の
米
を
提
供
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
し
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
提
供
さ
れ
た
米
は
、
家
庭
な
ど
か

ら
寄
与
さ
れ
た
食
料
品
を
、
支
援
が
必
要
な
人
に
無

料
で
渡
す
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
や
、
市
内
の
子
ど
も
食

堂
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

花
き
部
会

　研
修
会
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
斐
川
花
き
部
会
（
北
村一夫
部
会
長
）

は
、
１２
月
６
日
に
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
地
元
の

市
場
で
あ
る
（
株
）Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
島
根
花
き
部
浅
田

課
長
代
理
を
招
き
研
修
会
を
開
催
し
、
部
会
員
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
市
場
よ
り
花
き
情
勢
を
は
じ
め

と
す
る
情
報
提
供
を
受
け
、
そ
の
後
に
意
見
交
換
を

行
い
、「
花
き
業
界
は
昨
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
大
き
な
影
響
を
受
け
た
が
、
今
年
は
回
復
傾
向
に

あ
る
。
今
後
は
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
を
選
ん

で
い
た
だ
き
、
継
続
的
に
出
荷
し
て
ほ
し
い
」
と
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
部
会
員
の
多
く
が
栽
培
し
て

い
る
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
売
れ
筋
の
品
種
や
色
に
つ

い
て
、
ス
ト
ッ
ク
の
出
荷
販
売
時
期
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得
向
上
や
ハ
ウ

ス
の
有
効
利
用
に
向
け
新
た
な
品
目
の
、販
売
状
況
・

需
要
期
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
組
合
員
か
ら
は
「
来
年
の
作
付
け
の
参
考
と

な
っ
た
。
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そば打ちに挑戦する参加者

斐川町農政会議　勝部喜政会長（左）、（福）出雲市社会福祉協議会 渡部英二会長（右）

JA共済は、交通安全対策活動やスポーツ大会開催など、地域活性化
を目指した地域貢献活動に取り組んでいます。
JA共済は、交通安全対策活動やスポーツ大会開催など、地域活性化
を目指した地域貢献活動に取り組んでいます。
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的
に
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

そば打ちに挑戦する参加者

斐川町農政会議　勝部喜政会長（左）、（福）出雲市社会福祉協議会 渡部英二会長（右）

JA共済は、交通安全対策活動やスポーツ大会開催など、地域活性化
を目指した地域貢献活動に取り組んでいます。
JA共済は、交通安全対策活動やスポーツ大会開催など、地域活性化
を目指した地域貢献活動に取り組んでいます。
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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水

　稲

大

　麦

3年産共同乾燥施設の玄米重量確定（単位：kg）

◆確定売渡玄米重量 ＝ ―確定玄米重量 飯用米重量 ― 確定加工用米重量

令和２年産島根米精算概要報告書（斐川地区本部）
（税込）

〇最終精算金振込日　令和3年12月24日

令和２年産島根米の精算結果について
　ＪＡしまねでは、生産者の皆様から出荷いただいた「令和２年産島根米」を以下の考え方によって、買取手法
を取り入れた会計管理を行っています。

　つきましては、６月末までの販売分について会計管理（共同計算方式）を行った結果、精算可能財源が確保さ
れましたので、以下のとおり最終精算金をお支払いするとともに、精算概要についてご案内申し上げます。

収入・支出項目
販売数量

費目

都度精算　D
共計事業預り金残高　E＝C－D
翌年産共計繰越　F
本精算　G＝E－F

収入

支出

収入－支出　C＝A－B

販売代金
受入金利
国からの助成
受取運賃
その他
合計　A
概算金償還
流通・保管等に係わる経費

事故処理経費
手数料（全農・JA）
事務費
生産・集荷・販売等に係る経費

需給調整経費
県産米推進協議会経費
監査委員会費用
その他（機能別手数料）
合計　B

概算金金利等
保管料・入出庫料等
保険料・補償料
運賃
安全安心等検査費用
集約保管等経費

地区本部への支出経費
広告宣伝費等経費
その他生産等経費

トン
円／俵
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

4,679.6
14,389

0
0

188
19

14,596
13,167
615
32
272
0

183
1

127
0
45
0

125
78
42
5
0
0
2
71

14,025
571
426
145
1

145

単　位 合　計

土
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
11
月
上
旬
の
降
雨
の
影
響
に
よ
り
、
播
種
が
早
い
も
の
と
遅
い
も
の
と
の
生
育
差
が
顕
著
に
見

ら
れ
ま
し
た
。
12
月
に
入
る
と
気
温
が
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
た
こ
と
か
ら
生
育
が
進
み
ま
し
た
。

葉
色
が
淡
い
ほ
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
分
げ
つ
肥
の
施
用
に
よ
り
全
体
的
に
葉
色
も
や
や
濃
く
、

分
げ
つ
も
多
い
と
こ
ろ
で
は
3
〜
4
本
確
認
出
来
て
い
ま
す
。
効
果
的
な
穂
肥
の
た
め
、
作
業
計

画
・
排
水
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

◆
穂
肥
の
施
用

　
左
記
の
点
に
注
意
し
穂
肥
を
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

施
用
時
期
の
目
安

　 

幼
穂
長
５
〜
８
㎜（
１
月
中
旬
〜
２
月
上
旬
）

　 

天
候
に
よ
っ
て
生
育
が
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

　 

幼
穂
長
を
確
認
し
穂
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○ 

施
用
量

　 

ほ
場
全
体
の
葉
色
が
濃
く
、分
げ
つ
が
十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
　

① 

硫
安
入
N
P
化
成
　
15
㎏
／
10
a

　 

ほ
場
全
体
の
葉
色
が
淡
く
、分
げ
つ
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　
　（播
種
深
度
が
深
い
、湿
害
を
受
け
て
い
る
場
合
）　

① 

早
急
に
硫
安
入
N
P
化
成
　
10
㎏
／
10
a

② 

幼
穂
長
が
２
〜
５
㎜
の
時
期
に
硫
安
入
N
P
化
成
　
10
㎏
／
10
a

◆
排
水
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て

　
排
水
対
策
は
大
麦
を
栽
培
す
る
上
で
基
本
的
か
つ
最
重
要
な
こ
と
で
す
の
で
左
記
を
参
考
に

排
水
を
万
全
に
し
て
く
だ
さ
い
。

排
水
の
点
検
・
手
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
停
滞
水
は
な
い
か
？（
雪
解
け
の
水
は
特
に
滞
水
し
や
す
い
の
で
注
意
！
）

□
排
水
溝
が
土
で
埋
ま
っ
て
い
な
い
か
？

□
排
水
溝
か
ら
排
水
し
て
い
る
か
？

　
排
水
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま
追
肥
を
施
用
し
て
も
根
が
痛
ん
で
い
る
た
め
、
肥
料
を
十
分
に

吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
作
土
1
寸
、
米
1
石
」 「
地
力
で
半
分
、
肥
料
の
力
で
半
分
」

　
稲
は「
土
で
作
る
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
水
稲
に
お
け
る
土
づ
く
り
は
異
常
気
象

に
負
け
な
い
米
作
り
に
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
土
づ
く
り
を
実
施
さ
れ
た
ほ
場
で
は
１
等
米
が
多
い
傾
向
と
な
る
こ
と
か
ら
、
土

づ
く
り
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

ミ
ネ
ラ
ル
Ｇ
…
２
０
０
〜
３
０
０
㎏
／
10
a

　 

け
い
酸
・
鉄
分
・
苦
土
・
り
ん
酸
・
そ
の
他
有
用
ミ
ネ
ラ
ル
を
補
給

○ 

牛
糞
堆
肥
…
１
〜
２
ｔ
／
10
ａ

　 

保
肥
力
・
保
水
力
を
高
め
、生
産
力
の
安
定
と
強
化
、地
力
向
上
を
図
る
。

　 

※
牛
糞
堆
肥
は
連
用
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果
は
高
ま
り
ま
す
。

１．集荷数量が確定する６月末までに販売した残数をＪＡが時価相当額で買い取る。
２．出荷時の「仮単価」と、12月の「追加金」の２段階によるお支払いに加え、上記１をもって精算を約１年
に短縮する。

３．販売代金・経費の情報開示による透明性の確保と端額を除き全額精算する。

土づくりの三本柱
深耕 (作土15cm以上 )深耕 (作土15cm以上 )

( 作土一寸、米一石 )
・機械作業の支障にならない程度
・数年に一回の天地返しは効果あり

( 作土一寸、米一石 )
・機械作業の支障にならない程度
・数年に一回の天地返しは効果あり

有機物の施用有機物の施用
・土の中の腐植が消耗
  （補充が必要） 
・土の中の腐植が消耗
  （補充が必要） 

土づくり肥料の
有効活用

土づくり肥料の
有効活用

・ケイ酸、鉄分の補給
・未熟有機物の腐熟促進
・ケイ酸、鉄分の補給
・未熟有機物の腐熟促進

地力向上
高品質・安定・多収

地力向上
高品質・安定・多収

生籾重量 推定精選籾重量 推定玄米重量 確定玄米重量品　　種
ハナエチゼン
コシヒカリ
きぬむすめ
つ や 姫
合 　 　 計

102,037
86,484

2,959,341
2,215,785
5,363,647

86,284
63,259

2,047,895
1,513,554
3,710,992

69,023
50,602

1,638,198
1,210,761
2,968,584

71,970
51,720

1,848,090
1,256,430
3,228,210

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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　ＪＡしまねでは、生産者の皆様から出荷いただいた「令和２年産島根米」を以下の考え方によって、買取手法
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れましたので、以下のとおり最終精算金をお支払いするとともに、精算概要についてご案内申し上げます。
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費目
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その他
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生産・集荷・販売等に係る経費
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奈
義
良
　
大
地
く
ん
　  

（
６
歳
）

　
　
　
　
穂
花
ち
ゃ
ん
　（
１
歳
）

　
　
　
　
彩
菜
ち
ゃ
ん
　（
８
歳
）

右中左

な  

ぎ  

ら

だ
い 

ち

ほ
の 

か

い
ろ 

は

我が子自慢・我が子自慢・
孫自慢孫自慢

「我が子自慢・孫自慢」
あなたの撮った写真を掲載してみませんか？

プロ・アマ問いません。 ※写真にはコメント、住所、お名前、連絡先を付けて応募して下さい。

JAしまね斐川地区本部 組織広報課
〒699-0593 出雲市斐川町荘原2172-3番地
☎73-9605  Eメール：kouhou.hik@ja-shimane.gr.jp

応募先大募集！！
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10：0０～
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1月17日（月）

1月20日（木）

1月27日（木）

1月31日（月）

2月  8日（火）

2月  9日（水）

2月14日（月）

パッチワークグループ

手芸グループ

書道グループ

ひまわりグループ

ちぎり絵グループ

いきいきグループ

絵てがみグループ

　つつじ園の畑で採れた大根と、利用者様のお宅から
頂いた大根で切り干し大根を作りました。皆さん手際よく
切ったり干したり、気温や風など干す条件も教えて頂きま
した。また、この時期恒例のクリスマスケーキ作りをしまし
た。ホットケーキの間にクリームを挟んで果物を飾って。
大小さまざまな可愛らしいケーキが出来上がり、紅茶と一
緒に美味しく召し上がっていただきました。

デイサービスセンターつつじ園

　2ヶ月に1回のＪＡ女性部の皆さんとの交流会、11月は
女性部員の錦織さんを講師に、フラワーアレンジメントをし
ました。クリスマスにぴったりの、赤や緑の素敵な花飾り
が出来ました。
　また、葉っぱを持ち寄って型取り、手作りペンダント作り
もしました。いろいろな葉を材料に、色付けも緑や赤や黄
色に塗り、それぞれに個性豊かなペンダントが出来上がり
ました。

笑がお健康教室

　
12
月
22
日
に
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り

を
し
ま
し
た
。
始
め
に
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
と
水
を
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
、

鍋
に
入
れ
火
に
か
け
ま
す
。
色
が
変
わ
り
粘
り
が
で
て
艶
が
で
て
く

る
ま
で
混
ぜ
ま
す
。
そ
こ
へ
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
湯
溶
き
を
入
れ
手

早
く
混
ぜ
型
に
入
れ
ま
し
た
。
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て
20
分
ほ
ど

ゆ
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
グ
ル
ー
プ
の
毎
年
恒
例
の
活
動
に
な
っ
て
お
り
、
お
正

月
前
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
15
キ
ロ
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
か
ら
約

1
６
0
枚
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
市
販
の
も
の
と
は
違
う
手
作
り
の

良
さ
を
味
わ
い
ま
し
た
。

手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
を
味
わ
う

投稿者 荘原地区
奈義良　英樹さん
　　　　真弥さん

３きょうだい、
これからも仲良く
大きくなろうね☆

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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